
 
佐賀県研究成果情報（作成 2023 年 3 月） 

［情報名］「さえみどり」は、三番茶を摘採することにより樹体の炭水化物含有率が高まる。 

［要約］「さえみどり」では、二番茶後に浅刈りを行わず、三番茶を摘採することにより秋整

枝量は少なく抑えられ、光合成速度に差はなく、翌年一番茶の生育に寄与する樹体の

炭水化物含有率が高まる。 
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［背景・ねらい］ 

「さえみどり」は早生で高品質なため市場評価が高い優良品種であり、県内に導入が進ん

でいる。しかし、主要品種の「やぶきた」を中心として構築された二番茶後に浅刈りを行う

管理方法では収量低下の問題が生じていることから、「さえみどり」に適した管理方法を明ら

かにする。 

 

［成果の内容］ 

「さえみどり」は三番茶を摘採することにより、浅刈りに比べて、以下の特徴がある。 

 

１． 秋芽長、秋梢葉数および枝径が小さくなり、秋整枝量が少なくなる。また秋整枝後の枝

条密度は高くなり、連年の処理によりこれらの差は大きくなる（表１）。 

 

２．冬期の光合成速度は、整枝の方法の違いによる差はみられない(図１)。 

 

３．萌芽前および一番茶後の太枝中炭水化物含有率は高くなる(図２)。 

 

４．一番茶後の深刈り更新時のせん枝量は多く、層別の枝中炭水化物含有率も高いことから、

樹体養分量の蓄積が大きい(図３、４)。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．「さえみどり」の二番茶摘採後の整枝管理に活用できる。 

２．試験開始前の 2018 年に中切り更新を実施した(樹齢 25 年生)。 

３．浅刈りは、前年の浅刈り面と秋整枝面の間(2019 年:58cm、2020 年:60cm、2021 年:64cm）

で実施した。 
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図１ 冬期の光合成速度 
１） 有意差なし(Tukey-Kramer 法). 
２） 測定条件は,光量は 1200μ㏖/㎡/ｓ, 

葉温は実測値,CO₂は 400ppm である. 

１）＊は５％水準で有意差あり(Tukey-Kramer 法). 

［具体的なデータ］ 
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１） 全区有意差なし（Tukey-Kramer 法）． 

２） 2022 年の一番茶後に深刈りし,乾燥および粉砕後,酵素

法にて測定した． 

図４ 一番茶後の層別枝中炭水化物含有率
(2022 年) 

図２ 太枝中炭水化物含有率 
(2020 年～2022 年) 

１） 有意差なし（Tukey-Kramer 法）． 

２） 太枝（10 ㎜）を採取し,乾燥および粉砕後,酵素法にて 

測定した. 

表１ 秋芽の生育 
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１） ＊＊は１％水準で有意差あり（Tukey-Kramer 法）． 

２） 深刈りは,2022 年の一番茶後に樹高 60 ㎝で実施した. 

 

図３ 深刈り時のせん枝量 
(2022 年) 
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